20．当院における自家組織を用いた乳房再建の治療戦略 by 牧口, 貴哉 et al.
満を有意とした.【結 果】 対象において年代別検討
では 30歳台から 60歳台までの群間に有意差はなく 60
台以上の群間で高年齢になるに従い有意にNWJS, WJS













牧口 貴哉，? 横尾 聡，? 堀口 淳?
高他 大輔，? 六反田奈和，? 長岡 りん?
佐藤亜矢子，? 時庭 英彰，? 戸塚 勝理?














ture matchを考慮して,腹直筋皮弁や DIEP flapをwor-
khorseとしている. 一方, 比較的小さい乳房における
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【緒 言】 エナメル上皮癌は稀な歯原性悪性腫瘍であ
り,2005年WHO分類により,原発型,二次型 (骨内性お
よび周辺性),転移性エナメル上皮腫の 4型に分類されて
いる.今回われわれは,顎骨中心性エナメル上皮腫が再
発後悪性転化し,頰部軟組織内に増生する巨大な二次型
エナメル上皮癌症例を経験したので報告する.【症
例】 84歳女性.約 40年前に右下顎骨エナメル上皮腫の
摘出術を行い,その後再発を認め,下顎骨区域切除を含
めて数回の手術を行った. 2011年,右側頰部に急速に増
大する腫脹を認めた. MRIにて,右顎下部から側頭部に
およぶ腫瘍を認めた. 一部境界不明瞭な部位を認めたこ
と,および悪性腫瘍に特異的に集積する FAMT-PET画
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